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東京さくら病院の紹介

1



病院の概要
• 平成25年7月1に新規にオープンした慢性期を中心とした病院である。
• 病院と老健が同一建物内に合築されている（258床+80床＝338床）
• 院内保育所を併設
• 災害拠点連携病院、地域連携型認知症疾患センターに指定
• 平成27年1月に病院機能評価（慢性期）を取得（開院一年半後）
• 25クリニック、5特養、2老健、2グループホーム、1サ高住、2病院、1有
料老人ホーム、3保育所を有する桐和会グループに属している病院

6階：展望台

5階：老健（一般病棟：60床、認知棟20床）

4階南（4S)：医療療養60床 4階北（4N)：医療療養60床

3階南（3S)：緩和38床 3階北（3N)：回復期リハ60床

2階南：医事・医局・外来・X-P 2階北（2N）：一般床40床

1階： 厨房・職員食堂・更衣室・保育室
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東京都医療勤務環境支援
センター受診の動機
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• 離職率があまりにも多い（30％以上）
• 残業が非常に多い
• 人数が足りなく忙しい
• 就業規則の不備で不信感を与えた
• 頻回の給与計算ミスで不信感を与えた
• 開院間もない病院で、あれもこれもどうなっ
ているとの問い合わせが多かった

• 組織確立・組織強化を考えて

支援センター受診の動機
（27年度導入支援）
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人材の確保・定着化
• 人材を確保するための、病院に合った募集・採用基準の設定
• 入職～職場定着に向けた教育研修体制・フォロー体制の構築
• 病院と法人の位置づけを職員にもわかるようにし、情報共有、病院へ
の参画意識・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを高める会議体の体系化

働きやすさ確保のための環境整備
• 職員のメンタルヘルス対策（相談窓口の設置、職場改善等）への取組
• 職員へのハラスメント対策に関する体制の整備（相談窓口の整備、職
員研修）

• 子育て中の職員に対する病院の勤務に合った保育体制の整備
病院と職場が成長できる制度の整備

• 所定休日・夏季・年末年始休暇の増加による他医療機関との差別化
• 採用時からの給与体系・手当等の制度周知の徹底と公平性の確保
• 職種別、等級別の考課表にもとづく評価とフィードバックによる評価の
共有と納得感

医療勤務環境改善で指摘された課題
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医療環境改善の取り組み（初年度）
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医療勤務環境改善支援後の活動

① 院内相談窓口の設置
� メンタル復職プログラムを作成

② 参加型の標語作成
� 接遇委員会でKJ法を用いた委員全員参加の標語作成（参画意識を

醸成するため）

③ 退職者事前面談（離職率を下げるために本部人事部が理
由・配置転換等について相談）

④ 面接時本部人事部のスタッフが同席、面接時の意見を共有

⑤ 給与体系の変更（俸給制度：等級（役職）・号数（経験年数））
-平成28年4月から（本部主導）
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医療勤務環境改善支援後の活動
⑥ 病児保育制度の充実（欠勤防止）

例：夜間に発熱した場合は、ネットで当グループの小児科に予約し、翌朝受診し
そのまま母親の仕事が終了するまで病児保育室で預かる

⑦ 幼稚園児の午後保育の受入（離職防止）
３歳以上の幼稚園児を抱えると午後の仕事に支障が発生するため、幼稚園終了後
バスで園児を送迎してもらい病院の保育室で預かる

⑧ 納涼会の開催（コミュニケーション）
ビンゴ大会を施行し、優勝にディズニーランド入場券等

⑨ 介護天気予報図の開始（コミュニケーションツールとして）
⑩ E-learning制度の運用（残業削減）

講義・研修のための残業を減らし、いつでも・どこでも研修できる体制を年間65万円
かけて構築。学研ナーシングサポートを利用（現在研修費用として65万円計上）

⑪ リハビリ科：業務の分担化（残業削減）
リーダー業務として翌日のスケジュール業務を、スケジュール係を設置、業務の分
担化によるリーダーの残業削減

（2016.10.28に東京都に活動報告をさせて頂きました）
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保育室の改善

• 0歳時保育（定員21人）：14人（産休明待）

• 1歳時保育（定員21人）：13人

• 2歳時保育（定員21人）：10人

• 3歳時保育：他の園児を午後だけお預かり（現在は0だ
が、過去利用1人）

• 4～6歳：他の幼稚園に入園できない場合お預かり

• 体調不良児：感冒等で熱がある場合（水分・食事の可
能なお子さん。熱が高い場合、病院の先生の往診）
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介護天気予報図報告シート
施設名： 入居者状態報告一覧 報告者

(職種: ) 平成29年9月11日

氏名 フリガナ 生年月日 年齢 性別

大項目+小項目

判定

つぶやき項目+備考

脱水症状 SpO2 90％以下 意識障害 血圧異常 発熱38℃以上 血糖異常 食思不振 尿量減少 下血・吐血 嘔吐

嘔吐1回

+SpO291％以
下

合計

1.0点 3.1点 5.1点 3.1点 2.1点 2.0点 1.0点 1.0点 5.1点 1.0点 5.1点 評価

例：東京 花子 レイ：トウキョウ ハナコ S15.01.01 77 女 0 異常なし

117

90％以下

3.1 小雨健康

3.1

117

脱水症状 熱38℃以上 嘔吐

4.1 大雨健康

1 2.1 1

117 0 異常なし

117 0 異常なし

総点数 判定 対処方法 備考

0.1～1 晴れのち曇り健康 経過観察 3日続くようなら入院

1.1～2 曇り健康 経過観察 往診依頼 2日続くようなら入院

2.1～3 曇りのち雨健康 往診依頼 経口薬投与 2日で軽快しなければ入院

3.1～4 小雨健康 厳重観察 翌日再報告 1日で軽快しなければ入院

4.1～5 大雨健康 当日中に入院 介護タクシーで入院

5.1～ 豪雨雷健康 緊急入院 救急車利用で入院
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介護天気予報図の結果

• 介護現場では、健康状態への対処判断から解
放された（標準化）

• 点数化によって、判定から入院に至る過程が全
員で共有できた（見える化）

• 介護健康天気予報図システムを使用しての入院
がスムーズになった（病床稼働率改善かつ残業
時間削減、介護と医療のコミュニケーションツー
ルとして有用である）

• 地域包括ケアシステム活性化の有用性が想定
される

11



ストレスチェックと職員満足度調査
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ストレスチェック集団分析
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職員満足度調査属性別
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職員満足度調査からの改善点
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医療環境改善の取り組み（現状）
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医療環境環境改善活動（進行中）
① 残業時間1000時間以下を目指しての活動

� 各部署での業務調査による効率化

② 介護天気予報図のアプリ化による活動
� 残業時間削減と稼働率アップ
� トリアージ

③ 研修制度の設定
� 勉強する風土

④ 接遇標語とグッドジョブカード活動
� 補完サービスの充実

⑤ 人事考課研修会
� 評価の標準化

⑥ 病院理念説明会による理念の徹底
⑦ 納涼会の開催による職員懇親 17



最近の残業時間調査

2N 56：50

3N 321：40

3S 251：20

4N 175：30

4S 166：45
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栄養科業務調査

栄養指導 病棟ﾗｳﾝﾄﾞ 食事箋 栄養ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 打合せ 雑務

H % H % H % H % H % H %

A 16.5 9.40 45 25.60 4.5 2.60 15 8.5 26.75 15.2 51.75 29.40

B 3.0 1.80 26.75 16.30 49.6 30.20 25 15.2 3 1.80 48.25 29.40

C 0 0.00 13.25 9.20 44.3 30.80 73.5 51.0 6 4.20 4 2.80

D 0 0.00 17 13.30 33.5 26.20 35.75 27.90 11.25 8.80 29.5 23.00
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栄養科業務調査結果

栄養科での業務調査

� 雑務の無駄な時間が多いことが分かった

� 病棟に足を運ぶ、後輩の指導に当たる等の業務配分を
するように改善した

� 仕事量の偏りがあり、業務の質が悪い人には研修に参
加してもらう事となった

� 結局、１人の人材は不要であると判断し、研修に参加す
る型で人を育てて組織内での再活用となった
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その後の医療勤務環境改善活動

� 残業を減らすための医療介護の連携推進活動
� 「介護天気予報図」のアプリ化、トリアージ実行

� 介護施設（特養・老健・サ高住・有料老人ホーム・
グループホーム）との連携に運用

� 在宅との連携に運用
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介護天気予報図のイメージ
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教育委員会での研修制度の設定

� 年間費用を決定し参加学会・参加研修会を決定

� １人当たり4200円の研修費、各部署に予算化

� 学会発表の推奨

� 予行演習による評価

� 参加費と旅費を支給
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接遇の標語とグッドジョブカード運動

①オアシス運動

②みんなでしよう！ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（ほうれんそう）

③笑顔であいさつ

④思いやりの心を見える形で

標語を一か月ごとに掲げ、その運動に適した行
動を行った者にグッドジョブカードを投票。上位
三名を表彰とした。
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医療環境改善の将来計画
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勤務環境改善と病院経営の連動

環境悪化

経営悪化

稼働率↑

繁忙↑

疲弊度↑

離職率↑

稼働率↓

経営好転

環境好転

働き方分析・残
業時間・効率化

ﾜｰｸｴﾝｹﾞｲｼﾞﾒﾝﾄ
活力・熱意・集中

研修制度・院内保育

仕事標準化 介護天気予報図
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病院目標の再確認

断らない病院！！

� グループ内統合をめざす

� 全館あげてのリハマインドを持つ

� 嚥下機能に特化した病院へ変身

� 認知症を看られる病院として生きる
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個人的な取り組み

� 毎朝２N病棟ナーステーションのテーブルの整理整
頓および拭き掃除を実施

� 嫌なことも不満を言わずにやってくれるようになった。忙
しいのに、総合満足度が高い。病棟の雰囲気が明るい。

� ３S病棟でも同じことを開始

� 明るくなったかな？すみません、私がやりますよの声が
聞こえるようになってきた
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シュシホスの岩

ご清聴ありがとうございました
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